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50，466世帯（前月比43世帯増）

159，443人（前月比156人増）

79，485人

79，958人

世帯数

人口

男

女

生
か
そ
う
あ
な
た
の
一
票
を
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〔
六
地
蔵
・
木
幡
〕
六
地
蔵
公
明
星
集
会
所

一
会
堂
、
北
木
幡
集
会
所
、
御
蔵

山
集
会
所
、
岩
田
書
店
（
御
園

2
0
）
、
木
幡
公
民
館
、
木
幡
保

育
所
、
南
山
災
会
所
、
南
木
幡

集
会
所

〔
五
ヶ
庄
〕
黄
梨
薬
局
（
芝
ノ

東
3
9
）
、
大
和
田
公
会
堂
、
西

岡
屋
会
館
、
黄
柴
公
園
事
務
所
、

山
崎
幸
一
さ
ん
宅
（
福
角
2
6
）

〔
菟
道
・
明
星
町
〕
菟
道
公
民

分
館
、
三
室
戸
薬
局
（
丸
山
3
7
）
、

さ
れ
た
人
は
、
新
し
い
住
所
地
の
投
票
所
へ
行
っ
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
七
月
二
日
以
後
に
君
更
さ
れ
た
人
は
、
以
前
の
投
票
所
へ
行
っ
て
い
た
ダ
と
と
に
な
り
ま
す
。

選
挙
公
報

衆
議
院
補
欠
選
挙
の
選
挙
公
報
は
、
八
月
三
日
の
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、
サ
ン
ヶ
イ
、
日
本
経
済
、
京
都
の
各
朝
刊
に
折
り
込
ん
で
お

〔
志
津
川
・
笠
取
〕
喜
撰
会
館
、

宇
治
笠
取
簡
易
郵
便
局

〔
宇
治
〕
川
東
集
会
所
、
宇
治

〔
神
明
〕
城
南
荘
集
会
所
、
老

人
憩
い
の
家

〔
極
島
町
〕
横
島
公
民
分
館
、

東
目
川
公
民
分
館
、
西
目
川
公

選
挙
公
報
の
あ
る
場
所

市
民
会
館
、
観
光
案
内
所
、
善

法
隣
保
館
、
山
城
学
校
建
設
公

社
、
市
役
所
受
付
、
若
宮
集
会

所
、
新
半
口
集
会
所

〔
白
川
〕
白
川
集
会
所

届
け
ず
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
新
聞
を
お
取
り
で
な
い
世
帯
に
は
直
接
郵
送
し
ま
す
。
も
し
届
か
な
い
場
合
は
、
右
表
の
と
こ
ろ
へ
取
り
に
行
か
れ
る
か
、
選
挙
管
理
委
員
心
一
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
所

投
票
し
て
い
た
だ
ぐ
投
票
所
は
、
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
投
票
整
理
券
の
表
面
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
確
か
め
ぐ
だ
さ
い
。

民
分
館
、
紫
ヶ
丘
公
民
分
館
、

三
軒
家
公
民
分
館

〔
小
倉
町
〕
小
倉
公
民
館
、
う

さ
ぎ
堂
（
西
浦
8
8
）
、
西
山
集

会
所
、
蓮
池
中
集
会
所
、
西
小

倉
集
会
所

〔
伊
勢
田
町
〕
西
小
倉
保
育
所
、

砂
田
集
会
所
、
伊
勢
田
公
民
分

館
、
西
宇
治
消
防
分
署
、
名
木

集
会
所

〔
開
町
・
南
陵
町
〕
開
公
民
分

館
、
南
陵
集
会
所

〔
広
野
町
〕
広
野
公
民
分
館
、

広
野
集
会
所
．
緑
ヶ
原
集
必
一
所

〔
大
久
保
町
〕
西
大
久
保
集
会

所
、
大
久
保
幼
稚
園
、
同
胞
保

育
園
（
旦
椋
8
4
）

不
在
者
投
酉
割
で
き
る
期
間
は
、
土
・
日
曜
日
を
問
わ
ず
七
月
十
八
日
か
ら
八
月
六
日
ま
で
の
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
立
会
演
説
会

今
回
の
衆
議
院
補
欠
選
挙
の
立
詣
読
会
は
、
七
月
三
十
日
出
の
午
後
七
時
か
ら
宇
治
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
康
す
。
（
選
挙
管
理
委
員
会
）
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衆
議
院
京
都
府
第
二
区
選
出
議
員
補
欠
選
挙
は
七
月
十
八
日
に
告
示
さ
れ
、
選
挙
戦
が

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
国
の
主
権
者
で
す
。
政
治
は
生
活

に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
八
月
七
日
の
投
票
日
に
は
も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
よ
う
。

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
第
1
7
・
1
8
投
票
所
は
午
後

五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

4
手
も
み
製
法
を
被
ｎ
す
る
あ
り
し
日
の
吉
田

さ
ん
（
昭
和
5
5
年
7
月
、
府
立
茶
彙
研
究
所

で
催
さ
れ
た
第
十
回
手
も
み
餓
技
会
で
）

1＝プ’゛＝ｌ∧・・－ｊ‥・…………－’＝ミ。●：：ｌｉ－。

▲一票が私たちの生活につながります

（今年4月の市議選開票風景）

市
内
で
投
票
で
き
る
人

昭
和
三
十
八
年
八
月
八
日
以
前
に
生
次
れ
た
人
で
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
十
七
日
以
前
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

市
内
に
転
居
さ
れ
た
人

七
月
一
日
以
前
に
宇
治
市
内
閲
で
住
所
を
変
更
さ
れ
、
異
動
届
を

手
も
み
製
茶
一
筋
に

宇
治
茶
の
チ
も
み
製
法
の
名

人
と
し
て
宇
治
市
の
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
吉
田
喜

三
郎
さ
ん
が
九
日
午
前
七
時
、

老
衰
の
た
め
、
死
去
さ
れ
ま
し

た
。
八
十
四
歳
。

吉
田
さ
ん
は
、
明
治
三
十
二

壬
八
月
に
、
小
倉
町
寺
内
の
茶

生
産
農
家
に
生
ま
れ
、
小
学
校

卒
業
と
同
時
に
家
業
の
宇
治
茶

づ
く
り
に
従
事
。
伝
統
的
な
玉

露
の
手
も
み
製
法
の
技
冷
身
に

つ
け
み
れ
、
全
国
茶
品
評
合
一
玉

露
の
部
で
日
本
一
の
農
林
大
臣

賞
七
回
、
関
西
茶
品
評
会
で
も

関
西
一
の
農
林
大
臣
賞
を
干
回

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
四
十
五
年
十
月
、
古

田
令
几
の
手
も
み
箆
翠
製
法

の
技
術
を
生
か
し
、
品
質
の
改

善
と
地
域
産
業
の
発
展
に
つ
く

さ
れ
た
技
術
を
、
宇
治
市
初
の

無
形
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

池
本
市
長
は
「
吉
田
さ
ん
の

一
生
は
ま
さ
に
芭
筋
と
い
え

未
了
。
宇
治
茶
の
生
産
と
と
も

に
手
も
み
製
法
の
伝
統
を
受
け

つ
ぎ
、
改
艮
を
加
え
ら
元
だ
技

術
は
卓
越
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し

未
了
」
と
、
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

不
在
者
投
票

出
張
や
入
院
予
定
な
μ
恐
、
投
票
日
に
諮
そ
き
な
い
人
の
た
め
に
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
鳶
ぐ
ま
で
例
外
的
な
も
の
で
す
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
理
由
が
必
要
で
す
。
不
在
者
投
｀
寄
さ
れ
る
握
は
、
印
鑑
か
痔
っ
て
市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

夏休み事故なく過ごそう

▲楽しい水泳……

でも、決められた所で泳ぎましょう。

子
ど
も
を
見
れ
ば
徐
行
を

夏
の
交
通
事
故
防
止
活
動
　
8
月
3
1
日
ま
で

七
月
二
十
日
か
ら
「
夏
の
交
通

事
故
防
止
活
動
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。
夏
休
み
は
、
ふ
だ
ん
と
違
っ

た
体
験
を
味
わ
え
る
時
期
で
す
が
、

一
方
、
交
通
事
故
や
水
難
事
故
が

増
え
ま
す
。

車
を
運
転
さ
れ
る
人
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
道
路
刄
零
に
石
夕
見
た
と
き
は
、

い
っ
た
ん
止
ま
る
か
徐
行
し
ま

し
ょ
う
。

▼
子
μ
も
の
行
動
に
い
つ
も
心
と

目
夕
配
り
ま
し
ょ
う
。
危
険
な

道
路
で
遊
ん
で
い
る
時
は
、
愛

の
一
声
か
芥
一
け
ま
し
ょ
う
。

ち
び
っ
子
横
丁

市
で
は
夏
休
み
の
間
、
安
心
し

て
遊
ん
で
も
ら
お
う
と
、
町
内
の

道
路
か
車
両
通
行
止
め
に
し
て
子

μ
石
た
ち
に
開
放
す
る
「
ち
び
っ

子
横
丁
」
を
つ
く
り
ま
す
。

ち
び
っ
子
横
丁
の
設
定
を
希
望

さ
れ
る
町
内
会
は
、
交
通
労
政
課

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
設
定
基
準
〉
・
・
・
○
4
ぐ
に
遊
び

場
が
な
い
こ
と
○
い
つ
も
ｆ
＋
Ａ
Ｗ
＞

が
遊
び
に
利
用
し
て
い
る
道
路
Ｏ

自
動
車
の
う
回
路
が
4
ぐ
に
あ
る

こ
と
Ｏ
町
内
の
同
意
が
あ
る
こ
と

○
地
域
住
民
の
協
力
や
維
持
管
理

が
で
き
る
こ
と

野
つ
ぼ
・
用
水
路
な
ど
の

転
落
事
故
を
な
く
そ
う

夏
休
み
に
入
る
と
、
子
発
右
た

ち
は
屋
外
で
遊
ぶ
懲
罰
多
く
な

り
ま
す
。
虫
採
り
や
魚
つ
り
な
ど

忿
夢
中
に
な
っ
た
握
Ｒ
野
つ
ぼ

や
農
業
用
水
路
へ
の
転
落
の
危
険

が
あ
り
、
毒
虫
や
農
薬
の
被
害
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

各
家
庭
で
も
、
そ
こ
も
た
ち
が

田
畑
へ
入
ら
な
い
よ
う
指
導
す
る

と
と
も
に
、
用
水
路
な
ど
忿
四
一
ん

で
い
る
子
芦
も
を
み
か
け
た
ら
注

意
を
し
ま
し
Ｉ
コ
。

市
で
は
、
不
用
に
な
っ
た
野
つ

ぼ
の
埋
め
立
て
や
使
用
中
の
も
の

に
は
丈
夫
な
ふ
だ
の
設
置
を
呼
び

か
け
て
い
‘
’
チ
。
野
つ
ぼ
を
所
有

さ
れ
て
い
る
人
は
、
点
検
・
改
善

し
て
い
た
だ
き
、
す
で
に
整
備
改

善
さ
れ
た
も
の
で
も
、
汲
取
口
に

は
カ
ギ
客
高
な
ど
、
一
層
の
安

全
対
策
を
お
願
い
し
柔
ｙ
。
な
お
、

野
つ
ぼ
の
埋
め
立
て
ダ
ぷ
だ
の
設

置
に
は
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
農
林
茶
業
課
ま

で
お
問
に
Ｂ
ｔ
ぐ
だ
さ
い
。

宇治市初の無形文化財吉田さん
死去

投票日は8月7日

衆議院京都府第2区選出議員補欠選挙
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視
聴
覚
教
材
の
貸
し
出
し

地
域
・
職
場
で
ご
利
用
を

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
1
6
ミ
リ

映
写
機
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
地

域
。
職
場
な
ぶ
占
学
習
会
や
こ

Ｉ
χ
写
活
発
な
も
の
に
し
て
も

ら
ラ
た
め
、
下
表
に
掲
載
の
視
聴

覚
教
材
を
無
料
で
お
貸
し
し
て
い

ま
す
。

ご
利
用
に
な
り
た
い
団
体
は
、

利
用
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
、
宇

治
市
公
民
館
へ
電
話
か
来
館
し
て

公民館のお知らせ
疸
春
期
の
始
ま
り
は
、
個
人

差
な
ど
が
あ
り
ま
で
が
、
だ
い

た
い
男
子
で
は
精
通
現
象
、
女

子
で
は
初
潮
以
後
を
指
し
ま
す
。

思
春
期
の
第
一
期
は
、
性
に

目
孝
の
る
小
学
生
の
高
学
年
。

第
二
期
は
、
性
成
熟
が
進
行
中

の
中
学
生
。
そ
し
て
第
三
期
は
、

性
機
能
が
十
分
に
成
熟
し
た
高

校
生
の
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
と
連
動
し
て
異
性

関
係
で
は
、
田
心
理
的
な
接
近

欲
口
身
体
的
な
接
触
欲
即
本
能

的
な
性
交
欲
へ
と
発
展
し
示
ｙ
。

1
0
代
の
苦
脳
に

相
談
員
も
緊
張

這
近
戸
の
電
話
相
談
で

は
、
「
恋
人
が
欲
し
い
！
」
「
Ａ

君
が
好
き
で
た
ま
ら
な
い
」
と

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
映
画
を

夏
休
み
期
間
中

夏
休
み
期
間
中
、
府
教
育
委
員
会
所
有
の
こ
芦
石
向
き
1
6
ミ
リ
映
画
を
無
料
で
貸
し
出
し
康
ｙ
。
申
し
込
み
は
宇
治
市
公
民
館
へ
。
〈
7
月
2
2
日
～
2
7
日
〉

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ａＲ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａｃ8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（萱⑩4687）
～3～

宇
治
こ
こ
ろ
の
電
話
か
ら

思春期の性

い
ラ
弾
ん
だ
声

が
・
・
・
。
扁
触

芦
で
は
、
「
会

っ
て
い
る
と
触

公民館

ひ
お
や
ゆ
び
姫
ｏ
．
分
0
サ
ケ

を
育
て
る
家
族
3
0
分
．
・
エ
ジ

ソ
ン
ｎ
分

〈
7
月
2
9
日
～
8
月
3
日
〉

八
ン
ピ
1
0
分
0
走
れ
メ
ロ

ス
2
0
分
八
ズ
ー
ガ
先
生
と

子
ご
も
た
ち
3
0
分
っ
あ
し
た

の
空
は
青
い
空
部
分

〈
8
月
5
日
Ｉ
旧
日
〉

つ
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
1
0

分
ひ
走
れ
メ
ロ
ス
2
0
分
っ

鐘
乳
洞
と
三
人
の
少
年
た
ち
3
2

分
っ
炎
よ
創
れ
3
4
分

〈
8
月
1
2
日
～
□
日
〉

Ｊ
火
事
と
子
馬
2
2
分
久
ン

ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
1
0
分
っ

雪
の
下
の
し
ず
か
な
お
は
な
し

3
1
分
0
ア
″
ち
ゃ
ん
の
詩
3
5

分

〈
8
月
2
6
日
～
3
0
日
〉

つ
花
の
き
村
と
盗
人
た
ち
2
6
分

こ
れ
夕
分
析
す
る
と
。
男
子

の
多
く
は
接
触
そ
ぐ
性
交
欲
の

充
足
奎
ぶ
め
康
ｙ
が
、
女
子
の

場
合
は
接
触
欲
の
充
足
で
留
ま

り
ま
す
。
し
が
し
、
吃
「
の
風

潮
の
中
で
、
女
子
の
積
極
的
な

性
行
動
も
目
に
と
ま
り
未
了
。

「
い
け
な
い
と
思
い
な
が
ら

Ｃ
ま
で
・
・
・
」
「
童
貞
を
Ｉ
と

＝視聴覚教材の貸し出し＝

機材 スライド

〇荒野の少年
〇小つばめの初旅行
〇黄金のかもしか
〇不思議な森の冒険
〇くるみわり人形
○りょうしと人魚

○くもの糸ｏ道標

Ｏ16ミリ映写機……4台
〔宇治市公民館発行の
操作免許証がいります〕

08ミリ映写機……1台
〇幻燈機……………2台
〇その

ク
ト
ド

つ
星
の
王
子
さ
ま
3
0
分
っ
ブ

レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
1
0
分

た
だ
し
、
フ
ィ
ル
ム
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
で
。

地
蔵
盆
期
間
中
（
8
月
1
8
日
～

2
3
日
）
に
つ
い
て

地
蔵
盆
期
間
中
に
つ
い
て
は
、

別
に
フ
″
ル
ム
の
利
用
客
箇
し

て
い
未
了
。
く
わ
し
い
こ
と
は
宇

子
ど
も
た
ち
に

自
律
の
自
覚
と
責
任
を

れ
た
く
な
る
」
「
彼
の
欲
求
に

ど
う
し
た
ら
・
・
・
」
と
の
苦
も
ん

が
受
話
器
を
震
え
さ
せ
ま
す
。

問
題
は
、
第
三
期
で
の
性
交

欲
で
す
。
「
女
性
を
見
る
と
勃

（
ぼ
つ
）
起
・
：
」
「
オ
ナ
ニ
ー
－

だ
け
で
は
が
ま
ん
が
・
；
」
。
そ

し
て
自
慰
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
つ
い

て
な
ど
、
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の

葛
藤
（
か
っ
と
う
）
の
訴
え
が

出
さ
れ
て
き
ま
す
。

い
う
自
責
型
。
こ
れ
と
対
Ｅ
的

な
「
初
体
験
に
失
敗
！
・
Ｊ
「
早

漏
で
笑
わ
れ
る
・
・
・
」
「
男
女
八

人
グ
ル
ー
プ
で
・
・
・
」
と
い
う
開

放
型
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
延
長
線
か
ら
、
「
妊
娠

し
ま
し
た
・
・
・
」
「
三
ヵ
月
で
す
。

ど
フ
し
た
ら
・
・
・
」
と
泣
き
じ
ゃ

く
る
相
談
者
も
い
る
の
で
す
が
、

親
や
教
師
に
は
容
易
に
打
ち
あ

け
な
い
の
で
す
。

こ
の
結
果
、
妊
娠
月
数
が
四

～
七
ヵ
月
に
達
し
て
人
工
中
絶

の
初
診
を
受
け
る
場
合
も
多
く

ク
只
、
子
丿
七
の
心
身
に
及

ぼ
点
影
響
は
、
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

相
談
員
が
最
も
緊
張
す
る
の

は
、
「
妹
が
シ
ン
ナ
ー
と
、
乱
交

で
・
。
」
「
痴
漢
行
為
を
し
た
が

・
：
」
「
塾
帰
り

に
暴
行
さ
れ
た

が
・
：
」
な
ど
異

常
性
交
と
性
被

害
の
訴
え
。
さ

ら
に
、
「
ど
フ
し
て
も
同
性
愛
か

ら

。
―
Ｊ
「
ほ
が
オ
ナ
ニ
ー
に
協

｀
Ｉ
Ｉ
－
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
自
自
Ｉ
自
り

Ｗ － 一 響 個 一 個 番 ・ 働 ■

・レンズ（ワイドレンズ）

〔宇治市公民館発行の操作フィルム（16ミリ）
免許証がいります〕

－

ｏ天ヶ瀬ダム（ワイド）カラー40分
○武器なき闘い（山本宣洽）（ワイド）白黒120分
○宇治紀行「この流れの彼方に」カラー35分
〇トロッコ（アニメーション）カラー11分
〇わがままな巨人くアニメーション）カラー27分
○チータ君のおはなし（自然の動物シリーズ）

カラー10分
○チピ六二死満塁（児童劇映画）カラー51分
○くまの子ジャッキー（アニメーション）カラー27分
○てんぐ祭’）とガキ大将（児童劇映画）カラー41分
〇おじいさんと不思議なおくりもの（人形劇映画）

カラー16分
〇山ねずみロッキーチャック（アニメーション）

カラー27分
○チョコレート戦争（児童劇映画）カラー41分

申し込みは宇治市公民館へ（電話21－2804）

治
市
公
民
館
へ
。

◇

ハ
ス
の
観
賞
会

今
で
は
ほ
と
ん
芦
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
夏
の
風
物
詩
、
巨
椋
池
の

ハ
ス
の
花
か
観
賞
し
な
が
ら
、
か

つ
て
の
巨
椋
池
を
し
の
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
ヽ
・
・
7
月
3
1
日
㈲
、
午
前

力
・
：
」
な
ど
、
こ
こ
に
性
の
荒

野
を
さ
迷
う
十
代
の
苦
脳
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
十
代
の
性
に
対
し
て
、

私
た
ち
お
と
な
に
は
今
、
何
が

問
わ
れ
て
い
る
の
で
し
よ
フ
か
。

第
一
は
、
家
庭
、
学
校
、
社

会
の
中
で
の
性
教
育
の
徹
底
で

す
。
教
え
な
い
頂
に
祁
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
第
二
は
、

性
の
人
間
的
な
解
放
が
。
低
次

元
の
開
放
に
流
れ
て
い
ま
す
。

性
情
報
の
は
ん
ら
ん
と
、
商
品

化
に
よ
る
環
境
悪
化
の
防
止
が

急
務
で
す
。
第
三
は
、
十
代
の

子
μ
石
た
ち
に
、
心
身
一
発
達
の

不
均
衡
な
克
服
し
、
自
ら
の
行

動
を
葎
す
る
自
党
と
責
任
を
痔

た
せ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は

な
い
で
し
よ
シ
か
。
性
と
は
、

人
間
の
生
き
る
基
盤
な
の
で
す
。

宇
治
こ
こ
ろ
の
電
話
（
0
7

7
4
⑩
0
8
0
0
番
）
。
青
少
年

の
悩
み
、
相
談
を
受
け
ま
す
。

9
時
～
1
1
一
時
▼
と
こ
ろ
・
：
西
村
金

治
さ
ん
宅
（
伊
勢
田
町
遊
田
）
▼

対
象
・
・
・
市
内
在
住
者
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）
▼
定
員
・
・
・
5
0

人
▼
申
し
込
み
・
・
・
7
月
2
6
日
脚
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
ハ
ス
を

観
賞
す
る
会
・
参
加
希
誤
と
明

記
し
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
年

齢
、
代
表
者
の
住
所
、
電
話
番
号

を
書
い
て
小
倉
公
民
館
へ
。

◇

日
本
食
を
見
直
す

料
理
教
室

成
人
病
が
気
に
な
る
今
日
、
高

カ
ロ
リ
ー
、
高
脂
肪
な
も
の
を
中

心
と
し
て
参
だ
食
牛
活
は
反
省
さ

れ
、
日
本
食
の
屡
厖
竟
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
旬
の
も
の
か
便
っ
た

料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
・
・
1
回
目
ａ
8
月
1
0
日

出
、
「
だ
し
の
取
り
方
、
モ
’
ｔ
＞
ｇ

ん
」
。
2
回
目
＝
9
月
2
1
日
出
。

「
お
祭
ひ
料
理
」
。
3
回
目
＝
1
0

月
1
9
日
出
、
「
キ
ノ
コ
の
ど
び
ん

ひ
し
・
煮
物
」
。
4
回
目
＝
Ｈ
月

1
6
日
出
、
「
魚
姿
焼
き
・
天
ぷ
ら
」
。

5
回
目
＝
1
2
月
2
1
日
出
、
「
お
せ

ち
料
理
・
重
詰
」
ｙ
時
間
・
・
・
午
改

Ｌ
時
半
Ｌ
3
時
半
▼
講
師
：
小
倉

喜
袁
誤
員
・
奥
田
定
次
さ
ん
▼

会
場
・
・
・
宇
治
市
小
倉
公
民
館
▼
材

料
代
・
五
千
五
百
円
官
回
分
）

▼
定
員
・
・
・
2
5
人
（
多
数
の
握
ほ

抽
選
）
▼
申
し
込
み
…
ご
希
望
の

人
は
、
往
復
は
が
き
に
、
「
料
理

教
室
参
加
希
誤
と
明
記
し
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

書
い
て
、
7
月
3
0
日
ま
で
に
、
小

倉
公
民
館
へ
。

不
用
品
情
報
セ

ン
タ
ー

生
か
そ
う
不
用
品

い
ら
な
く
な
っ
た
が
ま
だ
使

え
る
、
欲
し
い
け
れ
戸
薪
品
で

な
く
て
も
と
お
思
い
の
方
、
不

用
に
回
報
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し

て
女
笙
せ
ん
か
。

お
問
い
合
わ
せ
と
登
録
は
、

不
唇
回
報
セ
ン
タ
ー
（
宇
治

市
商
工
観
光
課
＝
宇
治
琵
琶
3
3

容
⑩
3
1
4
1
）
へ
電
話
、
は

が
き
、
ま
た
は
来
庁
で
。

（
登
録
中
の
品
物
）

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉
折
り

た
た
み
い
す
、
た
ん
す
、
ダ
ブ

ル
ベ
ッ
ド
、
電
話
心
Ｒ
鏡
台
、

ソ
フ
ァ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
、
冷
蔵

市
、
無
線
機
、
掃
除
機
、
扇
風

機
、
ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
、
電

子
オ
ル
ガ
ン
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

こ
が
り
用
自
転
車
、
ス
ポ
ー
ツ

タ
イ
プ
自
転
車
、
カ
タ
カ
タ
、

ベ
ビ
ー
プ
ー
ル
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
、
階
段
フ
ェ
ン
ス
、
ル
ー
ム

ラ
ン
ナ
ー
、
旅
行
用
か
ば
ん
、

足
踏
み
ミ
シ
ン
、
ポ
ー
タ
ブ
ル

ミ
シ
ン
。

〈
譲
り
ま
す
〉
ロ
ッ
キ
ン
グ

チ
ェ
ア
ー
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ド
、
ス
テ
レ
オ
セ
ッ
ト
、
ヘ
ヤ

ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
白
黒
テ
レ
ビ
、

オ
ル
ガ
ン
、
自
転
車
、
デ
ジ
タ

ル
血
圧
計
。
す
だ
れ
、
オ
ル
ゴ

ー
ル
メ
リ
ー
、
ラ
ッ
ク
、
キ
ャ

リ
ア
ー
、
だ
っ
こ
バ
ン
ド
、
二

段
べ
″
ド
、
学
習
机
な
ど
ベ
ビ

ー
・
こ
μ
石
習
叩
。（

商
工
観
光
課
）

宇
治
川
写
生
大
会

優
秀
作
品
を
展
示

第
3
3
回
宇
治
川
写
生
大
会
の
優

秀
愕
緊
展
示
し
ま
ず
。

▼
日
程
・
：
小
学
校
1
Ｌ
3
年
、

幼
稚
園
、
障
害
児
の
部
（
7
月
1
2

日
～
2
4
日
）
、
小
学
校
4
1
6
年

の
部
（
7
月
2
6
日
～
8
月
7
日
）
、

中
学
生
の
部
（
8
月
9
日
～
Ｃ
Ｍ
日
）

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～

午
後
5
時
ま
で
▼
と
こ
ろ
…
宇

治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
2
階
展
示
室

（
平
等
院
東
隣
り
）
。

な
お
、
推
せ
ん
作
品
は
全
期
間

は
、
抽
選
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇

花
火
は大

人
と
一
緒
に
！

花
火
は
、
取
り
扱
い
を
誤
ま
る

と
、
火
災
の
原
因
や
大
や
け
ど
に

つ
な
が
り
ま
す
。

花
火
遊
び
で
は
、
必
ず
大
人
が

つ
い
て
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
水
を

入
れ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
準
備
し
後

始
末
を
完
全
に
。
（
消
防
本
部
）

を
通
じ
て
展
示
し
で
い
未
了
。

（
商
工
観
光
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

（
卓
球
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
〉
7
月

2
3
日
由
。
午
後
7
時
半
Ｉ
9
時

半
、
茜
心
第
二
小
学
校
。

〈
卓
球
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
〉
7
月

2
4
日
㈲
、
午
前
9
時
～
1
1
時
、

木
幡
小
学
校
。

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉
7
月
2
4
日
間

午
前
1
0
時
～
正
午
、
南
小
倉
小

学
校
。

い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
、
上
靴

を
も
っ
て
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

（
市
民
体
育
課
）

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
と
き
・
・
・
7
月
2
4
日
興
午
前

9
時
～
Ｈ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
三
室
戸

小
学
校
▼
内
容
・
：
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
。

参
加
希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

吊
民
体
育
課
）

固
定
資
産
税
の
納
期

7
月
は
、
固
定
資
産
税
第
2
期

分
の
納
期
月
で
す
。
お
忘
れ
な
く

お
近
ぐ
の
金
融
機
関
で
納
付
し
で

く
だ
さ
い
。

（
納
税
課
）

218

お
知
ら
せ

市
民
健
康
教
室

▼
と
き
・
：
7
月
2
4
日
間
、
午
後

1
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
＝
総
合
福

祉
会
館
▼
内
容
・
：
講
演
「
市
民
の

健
康
増
進
に
つ
い
て
」
、
実
技
指

導
「
簡
単
に
で
き
る
疲
労
回
復
の

指
圧
に
つ
い
て
」
、
マ
″
サ
ー
ジ

に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
▼
受
講
料

・
・
・
無
料
▼
主
催
・
・
・
盲
天
協
会
。

（
福
祉
課
）

や
ま
ぷ
き
学
級
キ
ャ
ン
プ

▼
と
き
…
8
月
2
7
日
出
～
2
8
日

間
の
一
泊
二
日
▼
と
こ
ろ
…
京
都

新
聞
び
わ
湖
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
▼

参
加
費
二
人
二
千
円
▼
対
象
…

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す

る
心
身
一
障
害
者
で
義
務
教
育
を
終

了
し
、
養
護
学
校
へ
通
学
中
で
な

い
人
▼
申
し
込
み
…
8
月
1
0
日
ま

で
に
社
会
教
育
課
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

青
少
年
の
社
会
参
加

作
文
・
標
語
を
募
集

▼
応
募
資
早
・
・
京
都
府
内
在
住

の
小
学
生
以
上
の
人
▼
内
容
…
青

少
年
の
社
会
参
加
を
主
題
と
し
た

も
の
▼
応
募
方
法
・
・
・
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
5
枚
以
内
で
縦
書
き
、
1

人
1
点
に
限
る
。
標
語
は
原
稿
用

紙
盈
曖
用
し
、
縦
書
き
、
点
数
制

限
な
し
。
い
ず
れ
の
作
品
も
未
発

表
の
も
の
に
限
る
▼
締
め
切
り
…

9
月
1
0
日
▼
送
付
先
お
よ
び
問
い

合
わ
せ
…
京
都
府
青
少
年
婦
人
課

「
青
少
年
の
襲
蓼
加
」
作
品
募

集
係
（
〒
屁
京
都
市
上
京
区
下
立

売
通
新
町
西
入
）
ま
た
は
、
市
青

少
年
対
策
室
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
。

（
青
少
年
対
策
室
）

高
校
生
の

税
の
作
文
募
集

国
税
庁
、
国
税
局
、
税
務
署
で

は
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に

関
す
る
作
文
夕
寡
集
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
・
・
・
税
に
つ
い
て
考
凡

て
い
る
こ
と
な
べ
税
に
関
す
る

も
の
▼
字
数
な
ど
ヽ
・
・
Ｌ
人
1
編
で
、

三
里
ｆ
以
内
▼
締
め
切
り
…
9
月

5
日
卯
▼
提
出
先
・
：
や
富
の
税

務
署
へ
。
（
里
親
務
署
）

防
火
映
画
を
上
映

地
蔵
盆
・
祭
礼
に
ど
う
ぞ

町
内
会
や
自
治
会
で
催
さ
れ
る

地
蔵
盆
な
ど
で
、
消
防
署
員
が
防

火
映
画
參
工
映
に
ま
す
。

▼
上
映
期
間
と
時
間
・
・
・
8
月
2
0

日
～
2
4
日
、
午
後
6
時
半
1
9
時

▼
申
し
込
み
・
・
・
7
月
2
5
日
～
8
月

4
日
に
、
宇
治
市
消
防
署
（
容
⑩

0
1
1
9
）
、
東
宇
治
消
防
分
署

（
豊
⑩
8
7
5
9
）
、
西
宇
治
消

防
分
署
（
ａ
⑩
4
7
8
0
）
、
西
小

倉
消
防
分
署
（
容
⑩
3
9
0
0
）

へ
。
受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

前
9
時
～
午
後
4
時
1
す
。

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合

心
の
8
0
0
番

　7月25日㈲～29日吻、15：40～15：45

KBS京都ラジオ番組「クローズアップ」

京都で宇治市のまちづくり、観光、味党、

特産物などをご紹介。

　　　　　　　　　　　　　（広報課）

京都府の広報ラジオ番組
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